
人工肺と人工心肺

1.調 査方法

心臓血管外科手術を行う施設にアンケー ト調査方式で行っ

た。期間は2002年1月 ～12月,2003年1月 ～12月 であっ

た。2003年 および2004年 の10月 に日本人工臓器学会サテラ

イ トの膜型人工肺研究会を開催 し,1年 間のアンケー ト調査

結果を報告 した。アンケー トの構成は,① 症例数,② 心臓

大血管外科手術あるいは長期心肺補助(PCPS/ECMO)に 使

用 された人工肺の機種 について,③膜型人工肺に対する要望

について,④ 長期心肺補助症例 に関するアンケー ト,⑤人工

心肺装置と遠心ポンプに関するアンケー トか らなる。

2.結 果と考察(表1～7)

2002年 の膜型人工肺アンケー ト調査結果について報告す

る。総回答数は149施設のうち,年間人工肺使用個数は14,083

セットであった。抗血栓性コーティング処理を施した人工肺

の人気は高い傾向にある。

今後の膜型人工肺への要望としては,低 価格化,小 型化,

プライミングの容易さ,抵 抗減,抗 血栓性の向上などであ

り,そ の他の意見 として使いやすさに関するもの,長 期使用

が可能なもの,緊 急セットアップが簡潔 ・安全 に行えるもの

などが含まれていた。長期使用 目的の日数では,7日 間とい

う意見が最 も多かった。多くの施設で携帯式あるいは埋込式

人工肺に興味があると回答 した。

その他の要望を列挙する。

① カルディオ トミーリザーバーの血流速度の向上

② クイックプライミング可能なシステムの開発

③ 動脈 フィルターを含んだ人工肺の開発

④ 人工肺 と遠心ポンプー体型のシステムの開発

⑤ プレプライミングされた長期保存可能なシステムの実用化

⑥ 人工肺 に空気が誤混入されても患者には空気を送 らな

いシステムの開発

⑦ 自在性の向上,出 入口ポー トの可変化の実用化

2002年 アンケー トのECMO症 例数は,372例 であった(表

6)。 特に成人循環補助症例が最 も多かった。平均灌流時間

は,概 ね3～5日 間であるが,1～34日 間まで幅が広かっ

た。最長補助症例は,27歳 男性,大 動脈炎症候群 で34日

間であった。離脱率は全体で52.4%と 比較的良好であるが,

生存率は339%止 まりであった。離脱してからの治療に問題

があるのか,十分な回復のない状態でとりあえず離脱 したの

かは不詳である。

2003年 の膜型人工肺アンケー ト調査結果について報告す

る。総回二答数は133施設のうち,年 間人工肺使用個数は11,761

セットであった。

今後の膜型人工肺への要望 としては,2002年 とほぼ同じで

あった。その他の意見 としては,使 いやす さに関するもの,

長期使用が可能なもの,緊 急セットアップが簡潔 ・安全に行

えるものなどが含まれていた。携帯式あるいは埋込式人工肺

に興味のある施設は多 くあ り,この究極の人工肺開発への期

待は大 きい。

その他の要望を列挙する。

① 可逆剤が溶出しない人工肺の開発

② 動脈フィルターを使用せずに空気を トラップするシス

テムの開発

③ ナノテクノロジーを用いた,膜 表面のスムージングに

よる抗血栓化を人工肺にも応用してはどうか

④PCPS用 人工肺 における気泡除去能の向上

⑤ 材料の進化

⑥ 熱交換効率の向上

⑦ 低プライミングボリューム

⑧ 一・体化システムの開発

⑨ セ ットアップがより短時間に,簡 単に行えるシステム

の実用化

⑩ ホルダーの改良

2003年 の51施 設のECMO症 例を表7に 示す。 アンケー ト

を送付 している施設が,心 臓血管外科のある施設のため,毎

年必然的に心補助のECMOが 多 くなっているようである。全

体の症例数はアンケー トを提出して頂いた施設数により異な

るが,ほ ぼ200～300例 と横ばいであった。救命成績として

はここ数年間,大 きな変化はなく,2003年 の全体の生存率は

36.7%だ った。成人呼吸のECMO離 脱率 と生存率との解離は

前年 と同様の傾向で,導 入時期あるいは離脱時期の問題,患

者の重症度の問題などが考えられる。死因としては,心 不

全,お よび心不全からMOFに 移行するケースが多かった。集

計結果の近年の傾向から,今後の課題は重症呼吸不全に対す

るECMOで ある。長期呼吸補助に耐えうる機能をもつ人工

肺の開発 といったハー ド面だけでなく,チームの育成や病病

連携などのソフト面での進歩が必要である。
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表1人 工心肺装置保有台数(2002年)

2003年1月 調査(回 答:151施 設)

表2人 工心肺装置保有台数(2003年)

2004年1月 調査(回 答:131施 設)
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表3遠 心 ポンプ保有台数(2002年)

表5膜 型人工肺ア ンケー ト調査結果(2003年1月 ～12月)

表4遠 心ポ ンプ保有台数(2003年)
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表5膜 型人工肺 アンケー ト調査結果(つ づき)

表6膜 型人工肺アンケー ト調査(ECMO症 例)(2002年)
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